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研究成果の概要（和文）： 従来、申請者らが実施している変形性股関節症の進行予防に向けた前向きコホート
研究の長期フォローアップを行い、疾患進行に関わる危険因子の特定と、その危険因子間の関連性の解析、危険
因子に基づいた患者のサブグループ化などを行った。 
　患者群は3グループに分類され、グループ1は比較的若年で歩行に関わる股関節累積負荷の増大を特徴とし、グ
ループ2は比較的高齢で脊柱柔軟性低下や関節裂隙の狭小化を有していた。また、グループ3は脊柱、特に胸椎の
アライメント異常と柔軟性低下を併せ持っていた。異なる危険因子を持つ複数のサブグループの存在が明らかに
なったことは、疾患進行予防に向けた治療戦略立案に重要な知見である。

研究成果の概要（英文）：In the long-term follow-up of prospective cohort studies aimed at preventing
 the progression of hip osteoarthritis, we have conducted the analysis to identify risk factors 
involved in disease progression, to investigate the relationships among the risk factors, and to 
classify the patients based on risk factors.
The patients were divided into 3 groups. Group 1 was characterized by increased cumulative hip load 
associated with gait and relatively young age. Group 2 was relatively old and had decreased spinal 
flexibility and narrowed joint space. Group 3 also had a combination of malalignment and reduced 
flexibility in the spinal column, especially the thoracic spine. The elucidation of the existence of
 multiple subgroups with different risk factors is an important finding in the planning of treatment
 strategies for the prevention of hip osteoarthritis progression.

研究分野：理学療法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 変形性股関節症は中高齢者が患う慢性進行性の疾患であり、その進行予防は極めて重要な課題である。本研究
課題では、同一の疾患名のもとでも、機能障害および疾患進行リスクに基づくて、複数のサブタイプが存在する
ことが明らかとなった。疾患進行予防策を講じる場合、一般的には広く画一的なアプローチになりがちである
が、サブタイプの存在が明らかになることによって、タイプに応じた予防策の立案と実施が可能となる。本研究
成果を基に、今後、臨床介入試験を実施しその妥当性や介入効果を検証していく必要がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
変形性関節症は加齢変化を基盤とした関節変性疾患であり、高齢化に伴いその頻度は年々増
加傾向にある。変形性関節症には、軟骨マトリクスの変性に代表される生物学的要因、身体的特
徴や運動時の関節負荷などの力学的要因、遺伝学的要因の三要因が大きく影響すると考えられ
ている。それらの中で、運動療法その他の保存療法で変化させることが可能な要因は力学的要因
であると考えられる。関節軟骨の代謝には適度な力学的ストレスが必要であるが、これが過剰に
なると逆に軟骨変性を引き起こす要因になる推測されている。 
変形性股関節症の疾患進行に関しては、遺伝子異常や骨形態異常、加齢などのリスクファクタ
ーが明らかになっているものの（Lievense et al., 2002; Sandell et al., 2012）、力学的要
因に関しては現在まで特定されていなかった。そのため、股 OA の進行を抑制するための介入方
法も明らかではなく、疾患の進行抑制を目的とした介入研究そのものがほとんど実施されてい
ない。 
 そのような中で、申請者らは、一連の前向きコホート研究を通じて、以下の点を明らかにした。 
1） ベースラインにおける歩行に関する過剰な股関節累積負荷（一歩における外的股関節モー
メント積分値と一日平均歩数との積）が、12 か月間における変形性股関節症進行のリスク
因子となる（Tateuchi H, et al., Osteoarthritis Cartilage 2017）。 
2） ベースラインにおける立位での脊柱の前傾姿勢および脊柱の柔軟性低下が、12 か月間にお
ける変形性股関節症進行のリスク因子になる（Tateuchi H, et al., Osteoarthritis 
Cartilage 2018）。 

 そのため、本研究課題においては、これらのリスク因子に基づいた介入方法の開発ならびにそ
の効果検証を目的とした。 
 
２．研究の目的 
 前向きコホート研究の継続的フォローアップにおいて、股関節症進行に関わるリスクファク
ターの検証ならびに患者のサブタイプ分類を行うこと、およびリスク因子に基づいて変形性股
関節症進行予防のための新たな介入方法の開発注の効果検証を行うこと。 
 
３．研究の方法 
(1)リスク因子に基づく変形性股関節症患者のサブタイプ分類 
 前向きコホート研究の追加解析として、前期から進行期に該当する変形性股関節症患者 50 名
を対象に、変形性股関節症進行のリスク因子に基づくサブタイプ分類を行った。 
 最小関節裂隙幅、立位での脊柱傾斜、脊柱柔軟性、歩行における股関節累積負荷を変数として、
two-step クラスター分析を行った。 
 
(2)股関節累積負荷の増大につながる歩容の解析 
 変形性股関節症進行のリスク因子の一つである股関節累積負荷を臨床場面において評価する
ためには、3 次元動作解析システムなどの大型、高価な評価システムが必要となる。そのため、
臨床現場で比較的容易に評価ができる関節角度などの kinematics 情報と股関節累積負荷との関
係性を分析し、臨床的に注意が必要な歩容上の問題を検証した。 
 変形性股関節症患者 55名を対象として、自然歩行時の kinematics 及び kinetics 変数を計測
し、股関節累積負荷の要因である立脚期の外的股関節モーメント積分値（前額面）と関連する
kinematics 変数を明らかにした。 
 
(3)歩行戦略に基づく変形性股関節症患者のサブタイプ分類 
 変形性股関節症の進行予防に向けて歩行の改変が重要なポイントとなる。それに関して、自然
歩行から速歩へと歩行速度を増加する際の歩行戦略に着目すると、理論上、患者群は 3つのサブ
タイプに分類することが可能となるが、各サブタイプがどのような特性を有しているかは脇ら
下でない。そこで、歩行戦略に基づくサブタイプ分類を行い、それぞれのタイプの特性を置きら
かにすることを目的に解析を行った。 
 
４．研究成果 
(1)リスク因子に基づく変形性股関節症患者のサブタイプ分類 
  変形性股関節症進行のリスク因子に基づくクラスター分析の結果、患者群は 3 つのサブタイ
プに分類された（図 1）。各タイプの特徴は以下の通りである。 
タイプ 1（30%）：比較的年齢が若い一方、活動量が高く股関節累積負荷が増大しやすい  
タイプ 2（42%）：年齢が高く、股関節関節裂隙幅の減少や脊柱柔軟性低下を併せ持つタイプ 
タイプ 3（28%）：胸椎後弯の減少や胸椎柔軟性低下を有するタイプ 
変形性股関節症の進行予防に向けた介入方法の検討においては、これらのサブタイプの存在を



考慮する必要があることが示唆された。 

 
(2)股関節累積負荷の増大につながる歩容の解析 
 外的股関節モーメント積分値は、体重および立脚期時間の影響を受けるため、それらの影響を
除外したうえで kinematics 変数との関連性を分析した。その結果、立脚期の股関節内転角度が
大きいこと、骨盤の遊脚側下制が大きいこと、および立脚側（患側）とは反対側への体幹傾斜が
大きいことが、外的股関節内転モーメント積分値を増大させる傾向にあることが明らかとなっ
た（図 2）。 
 これらの知見は、股関節累積負荷を軽減するための歩容改善において重要な知見となる。 

 
(3)歩行戦略に基づく変形性股関節症患者のサブタイプ分類 
 自然歩行から速歩に歩行速度を増加させるためには、1)歩幅を増加させる（type S）、2)ケイ
デンスを増加させる（type C）、3)歩幅とケイデンスを増加させる（type SC）、の 3つの戦略が
ある（図 3）。健常者においては、type SC の戦略をとる者が最も多いことが報告されているが、
変形性股関節症患者における歩行速度変化の戦略については、これまで明らかにされていなか
った。そこで、本研究課題では、変形性股関節症患者を対象として、歩行速度増加の戦略から 3
タイプに分類し、それぞれの頻度と各タイプの特徴を分析した。 
 その結果、健常者とは異なり、変形性股関節症患者においては、type Cが最も多かった（48.9%）。
また、type S に比べて、ケイデンス増加を歩行速度増加の戦略に含む type C や type SC が、SF-
36 の身体的側面スコアが高い（身体機能に関連する QOL が高い）傾向にあった（図 4）。 



 
(4)まとめ 
変形性股関節症は中高齢者が患う慢性進行性の疾患であり、その進行予防は極めて重要な課
題である。本研究課題では、同一の疾患名のもとでも、機能障害および疾患進行リスクに基づく
て、複数のサブタイプが存在することが明らかとなった。疾患進行予防策を講じる場合、一般的
には広く画一的なアプローチになりがちであるが、サブタイプの存在が明らかになることによ
って、タイプに応じた予防策の立案と実施が可能となる。本研究成果を基に、今後、臨床介入試
験を実施しその妥当性や介入効果を検証していく必要がある。 
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